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問　

市
政
を
適
切
か
つ
良
好
に
遂
行
す

る
に
は
、
組
織
を
躍
動
的
に
活
性
化
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
適

材
適
所
型
の
人
事
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

人
事
異
動
を
行
う
上
で
は
、
職
員

が
意
欲
を
も
っ
て
自
己
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
適

材
適
所
の
人
事
配
置
が
大
変
重
要
で
あ

る
。

●
子
ど
も
の
し
つ
け
に
つ
い
て

問　

小
さ
い
時
か
ら
良
い
こ
と
、
悪
い

こ
と
の
区
別
を
き
ち
ん
と
教
え
る
。
ま

た
、
誉
め
た
り
愛
情
を
も
っ
て
叱
っ
た

り
す
る
と
子
ど
も
は
後
々
わ
か
っ
て
く

れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
中
学
生
や

高
校
生
に
な
っ
て
の
道
徳
心
を
養
う
も

の
と
思
う
が
。

答　

人
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
あ
る
と
思

う
が
、
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

●
入
札
制
度
に
つ
い
て

問　

昨
年
の
９
月
定
例
市
議
会
に
お
い

て
、
最
低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、
一
部
し
か
改
善
が

認
め
ら
れ
な
い
の
で
再
度
質
問
す
る
。

答　

今
後
も
努
力
す
る
の
で
ご
理
解
願

い
た
い
。

問　

市
は
行
政
経
営
に
役
立
て
よ
う
と
、

市
民
や
職
員
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
よ
い
ま
ち
モ

ニ
タ
ー
」「
な
ん
で
も
投
書
箱
」「
職
員

提
案
制
度
」
等
の
事
業
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
が
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
。
こ
の
１
年
間
で
行
政
に

よ
せ
ら
れ
た
、
意
見
や
提
案
は
実
績
と

し
て
ど
の
位
あ
っ
た
か
。

答　

残
念
な
が
ら
、
新
秩
父
市
で
は
職

員
か
ら
の
提
案
は
皆
無
で
あ
る
。
職
員

に
つ
い
て
は
、
毎
週
各
部
連
絡
会
議
で

部
局
長
が
２
名
ず
つ
、
ま
た
隔
週
の
幹

部
会
議
で
は
、
課
長
級
職
員
が
３
〜
６

人
ず
つ
の
提
案
を
実
施
し
て
き
た
が
、

あ
る
程
度
の
成
果
は
上
が
っ
た
も
の
の
、

逆
に
、
提
案
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
り

職
員
の
提
案
疲
れ
が
顕
著
と
な
っ
た
た

め
、
平
成
20
年
を
も
っ
て
休
止
し
た
。

現
在
は
、
職
員
が
任
意
の
グ
ル
ー
プ
で

自
由
に
課
題
を
研
究
す
る
「
自
主
グ

ル
ー
プ
提
案
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
は
職
員
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
随
時

自
由
な
か
た
ち
で
提
案
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
市
民
か
ら

の
「
な
ん
で
も
投
書
箱
」
に
つ
い
て
は
、

苦
情
等
の
内
容
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
が
、

中
に
は
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
言
も
多

く
頂
き
、
開
か
れ
た
行
政
の
た
め
に
、

●
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

ま
ち
づ
く
り
は
役
所
が
事
務
的
に

進
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
連

携
し
て
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を

開
催
し
、
地
元
の
方
々
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
進
め
る
。

と
て
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
制
度
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

◎
情
報
管
理
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

◎
学
校
教
育
現
場
に
つ
い
て

◎
大
滝
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て

◎
市
の
広
告
事
業
に
つ
い
て

市
政
を
適
切
か
つ
良
好
に
遂
行
す
る

こ
と
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

冨　

田　

俊　

和

職
員
提
案
制
度
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

江　

田　

治　

雄
何でも投書箱

秩
父
市
の「
安
心
・
安
全
」を

メ
ー
ル
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
「
秩
父
市
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
」
は
、

防
災
・
防
犯
情
報
や
防
災
無
線
放
送
の

内
容
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
「
計

画
停
電
」
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
も
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

夏
に
も
「
計
画
停
電
」
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　

※
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
で
読
み

取
っ
て
、
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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問　

有
害
鳥
獣
被
害
の
窓
口
手
続
き
の

状
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

有
害
鳥
獣
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の

窓
口
に
つ
い
て
は
、
本
庁
管
内
で
は
農

政
課
が
担
当
し
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川

に
つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
が
現
在
対
応
し
て
い
る
。
有
害
鳥
獣

捕
獲
許
可
に
つ
い
て
は
環
境
立
市
推
進

課
で
担
当
し
て
い
る
。

問　

年
々
、
有
害
鳥
獣
が
里
山
に
降
り

て
来
る
よ
う
に
な
り
農
作
物
へ
の
被
害

が
甚
大
に
な
る
今
日
、
こ
れ
ら
の
被
害

を
防
止
す
る
・
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、
各
猟
友
会
同
士
の
繋
が
り

を
強
固
に
し
、
被
害
が
出
た
時
に
迅
速

に
対
応
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

を
市
と
し
て
推
進
し
、
各
猟
友
会
に
協

力
を
仰
ぐ
事
は
で
き
な
い
か
。

答　

猟
友
会
の
皆
様
の
意
見
を
極
力
尊

重
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
秩
父

郡
市
内
５
つ
の
猟
友
会
会
員
で
構
成
さ

れ
て
い
る
「
秩
父
地
区
猟
政
連
絡
協
議

会
」
に
て
ご
検
討
い
た
だ
き
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

狩
猟
資
格
の
取
得
、
更
新
の
為
に

精
神
科
か
ら
の
診
断
書
が
必
要
と
な
る

が
、
費
用
は
各
病
院
に
よ
り
異
な
り
、

こ
の
料
金
の
一
本
化
も
有
害
鳥
獣
捕
獲

及
び
鳥
獣
の
保
護
の
観
点
か
ら
検
討
し

て
も
ら
え
な
い
か
。

答　

精
神
鑑
定
の
診
断
書
に
つ
い
て
、

秩
父
郡
市
医
師
会
と
交
渉
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。　

問　

廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
。

答　

貴
重
な
水
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
荒

川
上
流
域
に
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
施
設

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
反
対
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

改
善

問　

基
本
料
金
で
の
移
動
範
囲
内
に

ス
ー
パ
ー
が
な
く
な
り
、
買
物
に
不
自

由
を
し
て
い
る
。
小
鹿
野
町
の
停
車
場

所
は
中
央
病
院
だ
け
だ
が
バ
イ
パ
ス
通

り
の
ス
ー
パ
ー
付
近
に
も
増
や
し
、
買

物
が
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答　

利
用
者
の
需
要
に
応
じ
た
運
行
が

で
き
る
よ
う
、
早
急
に
秩
父
市
地
域
公

共
交
通
会
議
に
は
か
り
、
バ
イ
パ
ス
付

近
で
も
乗
降
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　

利
用
状
況
は
７
百
円
の
利
用
者
が

圧
倒
的
に
多
い
。
料
金
の
引
き
下
げ
が

で
き
な
い
か
。
ま
た
前
日
予
約
の
み
だ

が
、
午
後
便
は
午
前
の
予
約
で
運
行
で

き
る
よ
う
に
改
善
を
望
み
た
い
。

答　

料
金
は
地
域
公
共
交
通
会
議
で
他

の
交
通
機
関
と
の
話
し
合
い
で
決
め
る

こ
と
な
の
で
早
急
な
改
善
は
難
し
い
。

●
廃
止
さ
れ
た
バ
ス
路
線
の
復
活

問　

元
気
村
･
皆
野
間
、
小
鹿
野
・
皆

野
間
の
バ
ス
路
線
が
廃
止
さ
れ
、
熊
谷

方
面
に
行
く
人
は
不
便
に
な
っ
た
。
ま

た
、
上
の
原
方
面
の
人
は
バ
ス
路
線
が

無
く
な
っ
て
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い

る
。
復
活
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

答　

定
住
自
立
圏
構
想
の
公
共
交
通
網

の
再
編
の
中
で
引
続
き
検
討
し
た
い
。

●
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

問
題

問　

現
在
計
画
中
の
産
廃
業
者
は
所
在

地
に
看
板
も
無
く
電
話
も
通
じ
な
い
。

市
は
こ
う
い
う
状
況
を
把
握
し
て
受
理

し
た
の
か
。
ま
た
、
別
の
産
廃
計
画
に

つ
い
て
市
は
つ
か
ん
で
い
る
か
。

答　

書
類
と
し
て
は
規
則
の
規
定
を
満

た
し
て
い
た
。
別
の
産
廃
計
画
に
つ
い

て
は
川
越
の
業
者
が
産
廃
処
分
場
を
計

画
し
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
市
と
し

て
は
、
環
境
管
理
事
務
所
な
ど
と
も
連

絡
を
密
に
し
、
注
視
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
と
環
境
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

竹　

内　

勝　

利

吉
田
地
域
の
公
共
交
通

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

新　

井　

康　

一
デマンドタクシー

捕獲されたハクビシン
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問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
現
状
に
つ
い
て
。

答　

２
月
25
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
た
。
現
在
の
空
き
家
の
登
録
件
数

は
少
な
い
が
、
事
務
局
や
市
の
窓
口
に

は
問
い
合
わ
せ
が
毎
日
の
よ
う
に
届
い

て
い
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
今
後
に
つ
い
て
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
物
件
情
報
を
公

開
す
る
だ
け
で
な
く
秩
父
地
域
に
移
住

者
が
増
え
る
よ
う
に
物
件
の
見
学
会
や

相
談
会
の
開
催
・
お
試
し
居
住
な
ど
を

視
野
に
入
れ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

●
秩
父
市
の
環
境
基
本
計
画
に

つ
い
て

問　

市
長
の
考
え
を
反
映
し
た
環
境
基

本
計
画
を
作
る
必
要
性
に
つ
い
て
。

答　

現
在
の
基
本
計
画
は
平
成
18
年
に

策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。「
環
境
を
守

る
」
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
行
政
か
ら

守
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た
上
で

積
極
的
に
「
環
境
を
創
造
」
す
る
時
代

に
な
っ
た
と
考
え
る
。
森
を
元
気
に
、

荒
川
を
清
流
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
併
せ
て
地
域
経
済
の
発
展
を
目
指
す

「
環
境
立
市
秩
父
」
こ
そ
、
当
市
の
進

む
べ
き
道
で
あ
る
。
計
画
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
て
修
正
を
行
な
う
。

●
小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
意
義
に
つ
い
て
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
情
報
を
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

に
積
極
的
に
配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
、
し
か

も
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

学
校
間
で
更
新
頻
度
の
差
が
あ
る
が
、

新
着
情
報
な
ど
を
工
夫
し
、
個
性
的
な

も
の
に
な
る
よ
う
目
指
し
て
い
く
。

◎
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ち
っ
ち
に
つ
い
て

問　

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
漢
方

薬
が
見
直
さ
れ
、
世
界
中
で
そ
の
需
要

が
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

で
担
い
手
不
足
の
耕
作
放
棄
地
及
び
山

麓
を
利
用
し
、
漢
方
薬
草
を
柱
と
す
る

作
物
栽
培
を
と
う
し
て
生
態
系
重
視
の

里
山
景
観
整
備
と
観
光
資
源
化
ま
で
を

含
め
た
新
産
業
基
盤
を
確
立
し
、
秩
父

に
漢
方
薬
製
造
工
場
を
立
ち
上
げ
る
。

　

①
市
内
に
お
け
る
遊
休
農
地
の
現
状

は
。
②
市
に
よ
る
遊
休
農
地
情
報
の
収

集
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
で
き
な
い
か
。

③
現
在
、
吉
田
久
長
地
区
約
２
町
歩
を

中
心
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
漢
方
の
里
秩

父
」
新
産
業
へ
市
の
協
力
を
。
④
漢
方

薬
製
造
の
た
め
に
地
域
活
性
化
総
合
特

区
を
申
請
し
た
い
。
市
の
協
力
を
。

答　

①
昨
年
の
調
査
の
結
果
、
比
較
的

容
易
に
、
農
地
と
し
て
再
生
可
能
な
耕

作
放
棄
地
は
約
69
町
歩
。
②
国
は
農
地

バ
ン
ク
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。
県
も

同
様
な
試
み
を
始
め
る
と
の
こ
と
。
市

は
遊
休
農
地
を
貸
し
て
も
よ
い
と
い
う

人
の
デ
ー
タ
を
保
管
し
、
借
り
た
い
人

に
紹
介
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
③

内
容
を
吟
味
し
、
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
協
力
し
た
い
。　

●
木
材
利
用
促
進
法
（
法
律
第 

号
）
を
有
効
に
活
用
し
よ
う

問　

①
国
の
基
本
方
針
に
即
し
て
市
の

方
針
の
作
成
を
早
急
に
。②
交
付
金（
地

域
材
利
用
、
１
立
法
メ
ー
ト
ル
当
た
り

５
万
円
）、
基
金
（
木
造
公
共
施
設
、

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
13
万
５
千
円

の
利
用
可
能
）
の
申
請
を
。

答　

①
早
急
に
作
製
す
る
。
②
補
助
金

の
有
効
活
用
を
は
か
る
。

定
住
自
立
圏
構
想
に
お
け
る
空
き
家
バ
ン
ク

に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

木　

村　

隆　

彦

「
漢
方
の
里
秩
父
」
新
地
場
産
業
の
立
ち
上
げ
！

新　

井　

重
一
郎

漢方薬草植え付け準備

空き家バンクのチラシ
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問　

こ
の
用
水
は
、
水
源
が
横
瀬
町

芦
ヶ
久
保
地
区
か
ら
姿
の
池
を
経
て
牧

水
の
滝
よ
り
秩
父
市
に
入
り
、
原
谷
地

区
は
聖
神
社
付
近
ま
で
、
水
田
耕
作
に

使
用
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
水
田
耕
作

者
が
高
齢
化
で
減
少
し
、
用
水
の
維
持

管
理
が
難
し
い
状
況
に
な
る
の
で
は
と

心
配
す
る
声
が
あ
る
。
以
前
は
市
の
組

織
で
事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
よ
う
だ

が
、
今
後
の
維
持
管
理
は
。

答　

こ
の
用
水
は
、
昭
和
30
年
に
供
給

が
開
始
さ
れ
て
、
北
は
黒
谷
へ
支
線
は

日
野
田
町
を
通
り
中
村
町
へ
、
ま
た
市

内
か
ら
大
畑
町
へ
と
総
延
長
１
２
，
０

０
０
ｍ
で
あ
る
。

　

現
在
、
法
人
格
で
あ
る
「
埼
玉
県
秩

父
用
水
土
地
改
良
区
」
が
用
水
の
維
持

管
理
を
し
て
い
る
。
組
合
員
は
秩
父
市

43
戸
、
横
瀬
町
57
戸
で
あ
る
が
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
で
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
。
施
設
の
老
朽
化
な
ど
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
指
導
機
関
の
秩
父

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
と
改
良
区
と
の
連

携
を
図
る
の
に
市
も
協
力
し
て
い
く
。

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

問　

秩
父
市
独
自
の
耕
作
放
棄
地
対
策

は
。

答　
「
遊
休
農
地
耕
う
ん
作
業
補
助
金
」

制
度
が
あ
る
。
独
自
の
事
業
と
し
て
栃

谷
、
下
吉
田
地
区
は
サ
ル
ビ
ア
や
コ
ス

モ
ス
を
植
栽
。
吉
田
、
大
田
、
高
篠
、

荒
川
地
区
に
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
と
呼

ば
れ
る
蜂
蜜
及
び
緑
肥
に
な
る
景
観
作

物
を
植
栽
。
新
た
な
特
産
物
の
開
発
実

験
と
し
、
吉
田
地
区
に
砂
糖
大
根
（
糖

蜜
）
を
栽
培
し
て
い
る
。

問　

そ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
、
交
付

対
象
が
市
町
村
の
場
合
は
情
報
が
自
動

的
に
下
り
て
く
る
が
、
対
象
が
民
間
の

場
合
は
情
報
格
差
が
あ
る
。
国
・
県
・

市
の
補
助
制
度
を
一
括
し
て
情
報
を
網

羅
し
、
企
業
や
団
体
に
情
報
提
供
で
き

る
窓
口
、
担
当
者
の
設
置
が
必
要
と
考

え
る
。

答　

久
喜
市
長
が
新
設
す
る
「
企
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の

情
報
を
集
約
し
、
分
か
り
易
い
形
で
企

業
支
援
や
企
業
誘
致
に
活
用
し
て
い
く
。

●
夜
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録

問　

正
式
に
登
録
が
決
定
し
た
場
合
、

ど
の
様
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

答　

観
光
振
興
と
し
て
換
え
難
い
知
名

度
を
得
ら
れ
、
祭
り
を
支
え
る
人
々
の

誇
り
と
な
っ
て
、
伝
統
を
守
る
意
識
が

向
上
す
る
。

問　

記
念
行
事
を
検
討
す
る
の
か
。

答　

来
年
の
「
笠
鉾
と
屋
台
、
国
の
文

化
財
指
定
50
周
年
」
と
合
わ
せ
た
記
念

行
事
を
検
討
し
た
い
。

問　

以
前
「
夜
祭
の
開
催
日
程
変
更
」

と
い
う
伝
統
を
無
視
す
る
事
を
検
討
し

た
市
と
し
て
、
伝
統
を
守
る
姿
勢
を
改

め
て
示
す
べ
き
。

答　

夜
祭
の
伝
統
を
守
る
。
日
程
変
更

は
全
く
検
討
し
な
い
。

●
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

制
度

問　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
」

と
市
報
に
掲
載
し
て
も
、
殆
ど
の
市
民

の
方
が
制
度
を
知
ら
な
い
。

答　

市
報
で
改
め
て
説
明
し
、
啓
発
チ

ラ
シ
も
作
成
し
て
周
知
を
進
め
る
。

◎
市
民
会
館
・
市
役
所
建
替
え
問
題

秩
父
用
水
土
地
改
良
区
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

荒　

船　
　
　

功

国
や
県
の
補
助
金
制
度
の
情
報

彩
政
会　

新　

井　
　
　

豪

牧水の滝から秩父市内へ流入

地方への補助金を左右する国会の審議


